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「“粘る”…リオ・オリンピック、パラリンピック 

から学んだ事」 

 

東北支部 福井誠司 

 

リオ・オリンピックが終わった。東京オリンピックを控えた日本が大躍進。 

４年に１度のオリンピックは、自分の全てをかけて夢を追い続け、また多く

の支援への感謝を結果として残す舞台である。男子体操団体、女子卓球団体、

女子バドミントンダブルス…様々な競技をテレビで観た。 

女子卓球は石川・福原・伊藤と若く個性あるチームだ。個人戦は残念だった

が、団体戦は銅メダル！すべての戦いが壮絶だった。若い日本選手が力を込め

たスマッシュが返される。揺さぶりをかけても対応される。決まったと思われ

る力強いスマッシュがネットを超えて返ってくる。まるで壁に向かって闘って

いるように感じた。ラリーを続ける中でどうしてだろうという不安や疑問、決

定打がないと頭をよぎる中で、ボールの動きに集中し、相手の心や作戦を見通

して新たな対応を繰り返す。打ち続ける日本選手を見て辛そうで挫けそうだ、

もうダメかと観ている方がハラハラドキドキしてしまうが、ふと相手を見ると

相手だって苦しいのだと感じる。自分が苦しい時は相手も苦しいのだと思う。

粘りに粘り我慢して諦めず勝機を見出す。自分の得意の形だけではなく、相手

の状況に応じて対応を変え、勇気あるボールを繰り出した時、ポイントが得ら

れる。相手の調子が良く大きく差をつけられるが、粘りに粘って相手のボール

を返していく中で、相手の癖やボールの回転を読み取っていく。そこからまた

自分の形に持っていく。3位決定戦など、本当に良く粘り、我慢をして、勝ちを

ものにしたと感心する。 

“粘る”とはどの様な事なのか？僕は、それは“変化を待つ”事だと思った。

相手のペースで進むゲームをじっと耐え何らかの変化をきっかけに反転する。

そこに勝機を見出す。壮絶な逆転劇を演じた女子レスリング初出場の登坂、そ

して、4連覇を果たした伊調も、相手ペースで進んだ試合の最後の変化をものに

し、勝機をつかんだ。“粘る”それは勝つための厳しく、しかし、原理原則だと

思う。 

ほろにが 
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私達商売を営む者にも同様の事が言える。外部環境の変化は凄まじく早く、

その変化に対応する内部体制の構築は当然であり、同時に得意先の確保も必須

である。どの様な状況におかれようと利益を確保し、社員の生活を守りながら、

自社の存続を図らなければならない。様々な厳しい状況の中で如何に“粘れる”

か？“粘る”とは変化を待つ事！“粘る”事ができる技術を持ち、意志を貫き、

体力をつける。そして変化を待ち、その時が来たら一気に攻めに転じる。そん

な自分と会社を作りたい。 

 

 


